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兵庫県東播磨地方の冬緑性ァォゥキクサ属植物

角 野 康 郎 *

Yasuro Kaaono: Winter-green Lemna in Higashi-harima Area, Hyogo Prefecture

はじめに

日 本 産 の ア オ ウ キ ク サ 属 に つ い て は 、別 

府 ほ か （ 1985)の研究をひとつの契機として、いくつか 

の見直し作業が進みつつある（福原ほか、1990;角野、 

1990 ; 堀 川 •福原、1991)。その中で筆者は、九州以南 

に分布するとされていたナンゴクァオゥキクサが兵庫県 

にも産することを見い出した（角野 •渡辺、1992)。今 

まで北限とされていた佐賀県と兵庫県はずいぶん離れて 

いるが、浮草類はごく身近な植物であるにもかかわらず 

調査が行き届いていない水草と思われるので、葉状体の 

まま越冬するァオゥキクサ属植物の再検討を始めた。そ 

の結果、兵庫県でナンゴクァオゥキクサの産地が追加さ 

れただけでなく、香”I県でも同種が発見されるに及んで 

いる。香川県では日本新産の可能性のあるァオゥキクサ 

属植物も確認された。香川県の調査結果については資料 

の整理を進めているところなので別に報告することとし 

(角野 •久米、準備中）、今回は兵庫県東播磨地方に分 

布する冬緑性のアオゥキクサ属植物について報告する。

なお、表題にある「冬 緑 性 （ w in te r-g re e n )」 とい 

う用語は「夏 緑 性 （ su m m e r-g re e n )」 という言葉に 

比べ一般的ではない。そのため常緑性という言葉を用い 

ることも考えたが、夏の間よりも冬のほうが植物体が目 

立つ場合があるので、あえてこの言葉を用いる次第であ 

る。

調査地と方法

今回の観察に用いた材料は1990年12月 から1992年 2 月 

までの冬の間に、表 1 の14ヶ所から葉状体のままで越冬 

しているところを採集したものである。 これらの材料に 

つき葉状体のサイズと形状のほかに、葉状体裏面の色、 

根鞘基部の翼の有無、根端の形態などを調べた。

結果と考察

表 1 に示した14ヶ所のうち、 3 ヶ所では2 種のァオウ 

キクサ属植物が混生していた。 したがって、合計17点の 

材料につき観察したことになる。 これらの観察結果を表 

1 にまとめた。また図1 には根端の形態を11点の材料に 

ついて比較してある。

今回検討したァオゥキクサ属植物は、まず外部形態か 

ら、大きく 3 タイプに分けることができた。第 1 のタイ 

プは、葉状体に厚みがあり、葉脈が明瞭でないものであ 

る。葉の裏面は緑色であった。根端の観察から、 この夕 

イプの中には2 種類あることが判明した（図 1 A ) 。 1 

種は根端が鈍頭であり、根鞘の基部に翼が認められない 

ものである。 もう1 種は根端が鋭頭であり、根鞘に翼が 

認められるものである。神戸市垂水区舞子墓園の樹林内 

にある小さな池（図 2 ) には両種が混生していた（葉状 

体の色合は前者は濃緑色、後者は淡緑色と明らかに異なっ 

ていた。 しかし、この池は樹木に被われて光のほとんど 

あたらない場所なので、 この色合が両者の一般的性質を 

表すものではないだろう）。 このうち根端が鈍頭である 

ものをコウキクサ、根端が鋭頭であるものをナンゴクア 

オウキクサと同定した。別府ほか （ 1 9 8 5 )は、ナンゴク 

ァオウキクサの根端を鈍円形としているが、今回ナンゴ 

クァオウキクサと同定したものの根端は、図 1 E 〜G に 

示すようにむしろ鋭尖頭であった。 L andolt (1980) 

はじめ諸外国の文献の図あるいは記載によるとナンゴク 

アオウキクサムem na aeqinoctia lis= L .paucicosta ta  

の根端は鋭頭 （ “acute” ， “sharp ly  po in ted” など） 

とされているので、 この差はナンゴクアオウキクサの変 

巽と考えた。

図 3 は神戸市西区のため池において冬の間に水面全体 

に広がるナンゴクアオウキクサの様子である。 この池で
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表 1 . 冬緑性アオウキクサ属植物の採集場所と特徴ならびに同定結果

Na 場 所 環境 根端 根鞘の翼• 葉状体裏面 同 定 備 考

1 神戸市垂水区福田 溜池 鋭頭 + 緑 ナンゴクアオウキクサ 雌性先熱

2 神戸市垂水区舞子墓園 池 鋭頭 + 緑 ナンゴクアオウキクサ

3 // 池 鈍頭 緑 コウキクサ

4 神戸市西区植谷町友清 溜池 鋭頭 + 緑 ナンゴクアオウキクサ

5 神戸市西区伊川谷町吹上 溜池 鋭頭 + 緑 ナンゴクアオウキクサ

6 神戸市西区伊川谷町潤和 溜池 鋭頭 + 緑 ナンゴクアオウキクサ

7 // 溜池 鋭頭 緑 ヒナウキクサ

8 神戸市西区神出町田井 水路 鈍頭 — 緑 コウキクサ

9 神戸市西区玉津町小山 溜池 •水路 鋭頭 - 緑 ヒナウキクサ

10 // 溜池 •水路 鈍頭 一 緑 コウキクサ

11 明石市大久保町西島 水路 鈍頭 緑 コウキクサ

12 明石市大久保町金ヶ崎 水路 鈍頭 — 緑 コウキクサ

13 三木市別所町 水路 鋭頭 + 緑

14 加古郡稲美町天満 水路 鈍頭 緑 コウキクサ

15 加古川市西神吉町西脇 溜池 鈍頭 — 緑 コウキクサ

16 加古川市野口町北野 水路 鈍頭 — 緑 コウキクサ

17 高砂市金ヶ田町 水 路 . 鈍頭 — 緑 コウキクサ 中村俊之採集

* +  :あり、 一 ： なし

図 1 • 根端の形態の比較.A . 舞子墓園のナンゴクアオウキクサ（左）とコウキクサ（右）、B • C • D . コウキ 

ク サ （順にNal4、 8 、10 —表 1参照）、 E ・ F ・ G . ナンゴクアオウキクサ （ Nd1、 4 、 6 ) 、H . 同定保留 

(N al3 )、 I ・ J . ヒナウキクサ （ Nd9、 7 ) .
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図 2 . 神戸市垂水区舞子墓園の池.コウキクサとナンゴ 

クァオウキクサが混生.1992.1 .1 5 .

本種が繁茂するようになったのは、私の記憶ではここ2、 

3 年のことである。そして夏の間はほとんど目立たず、 

秋から冬にかけて池一面に広がる（これは兵庫県におけ 

る本種の最初の発見地である神戸市垂水区垂水池の場合 

も同様である）。九州以南に生育するナンゴクァォウキ 

クサの季節的消長については情報がないので今のところ 

何も言えないが、神戸周辺には九州地方とは別の系統の 

ナンゴクァオウキクサが入ってきている可能性もある。

第 2 のタイプは葉状体に厚みがなく、 3 脈が肉眼でも 

認められるものである。 このタイプの根端は鋭頭（図 1 

H ) であり、また根鞘には翼が認められた0 このことか 

ら、 これはァォウキクサ類と判断した。 しかし、その正 

体については問題が残る。別府ほか （ 1985)によると、 

ァォウキクサは1年草で冬には消えてしまう。そうする 

とこれもナンゴクァオウキクサの変異型かもしれない。 

またァォウキクサの中に常緑性の生態型が分化している 

可能性も否定することはできない。さらにこれは葉状体 

の縁辺が反転する傾向があることからチビウキクサム.

厂pusZZZaの可能性もある。結論は、 1 年を通じた生 

活 史 （特に交配様式）の観察や染色体数の検討を待って 

出したいと思うので、今回は同定を保留する。

第 3 のタイプは、葉状体がもっとも小形で、葉脈は1 

本である。根端は鋭頭（図 1 I 〜 J ) であるが、他種に 

比べ根はやや細く根帽も短い。 これはヒナウキクサム. 

m inuscula ( = L .m in im a )に相当すると思われる。 

なお大滝 •石戸 （ 1 9 8 0 )はヒナウキクサの根端を鈍頭と 

しているが、 これは誤りである。

図 3 . 神戸市西区友清のため池.ナンゴクアオウキクサ 

が水面をおおう.1992 .1 .1 5 .

このように今回採集した冬緑性アオウキクサ属植物は

3 (〜 4 ) 種に分類される0 このうちもっとも多かった 

のはコウキクサで9 ヶ所、ついでナンゴクアオウキクサ 

が 5 ヶ所、 ヒナウキクサが2 ヶ所、不明 1 ヶ所となる。 

いずれもため池や水路に生育していたものである。東播 

磨地方には冬も水のある湿田がほとんど存在しないため、 

冬緑性の浮草類の産地は限られるが、予備的な調査だけ 

でもこれだけの種が認められたことは注目する必要があ 

る0 種の最終的な同定には今後の検討課題も残されてい 

るが、日本の広範な地域でもう一度アオウキクサ属植物 

を見直すことが必要なのではなかろうか0
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